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連結業績予想及び単独業績予想の修正に関するお知らせ 
 
イー・アクセス株式会社（以下「イー・アクセス」、本社：東京都港区、代表取締役社長：安

井敏雄）は、平成 19年 10月 29日に公表した平成 20年 3月期通期（平成 19年 4月 1日～平
成 20年 3月 31日）の連結業績予想及び単独業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。 

記 
1. 連結業績予想について 

(1)平成 20年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 
（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 63,500 6,100 △7,300 △5,100 
今回修正予想（B） 67,000 7,100 △6,700 △5,000 
増 減 額（B―A） 3,500 1,000 600 100 
増 減 率（％） 5.5 16.4 8.2 2.0 
【ご参考】 
前期実績 
（平成 19年 3月期） 

56,250 1,049 △1,564 909 

（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）△3,535円 80銭 
 

(2)修正の理由 
売上高につきましては、主に関連会社のイー・モバイル株式会社の契約数が当初予定を

上回る見通しであることから、同社へ提供するデバイス事業の端末販売台数が予定を上回

る見通しとなり、前回予想を 3,500百万円上回る 67,000百万円に修正いたします。 
営業利益につきましては、売上増に伴う利益の増加や、携帯端末に関わる費用の圧縮、

全社的なコスト削減努力の推進などにより、前回予想を 1,000百万円上回る 7,100百万円
に修正いたします。経常利益につきましては、イー・モバイルにおいて契約数増加の見通

しに関連して販売促進費用などが増加し、その結果、持分法による投資損失の拡大が見込

まれることから利益の改善額が営業利益を下回るものの、前回予想の 7,300 百万円の赤字
から 600百万円改善し 6,700百万円の赤字に修正いたします。当期純利益につきましては、
前回予想の 5,100百万円の赤字から 100百万円改善し 5,000百万円の赤字に修正いたしま
す。 

 



        

                           
 

2. 単独業績予想について 
(1)平成 20年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 62,000 10,400 9,000 7,500 
今回修正予想（B） 65,500 11,400 10,100 8,000 
増 減 額（B―A） 3,500 1,000 1,100 500 
増 減 率（％） 5.6 9.6 12.2 6.7 
【ご参考】 
前期実績 
（平成 19年 3月期） 

55,984 12,532 11,378 6,628 

（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）5,657円 27銭 
 

(2)修正の理由 
売上高につきましては、主に関連会社のイー・モバイル株式会社の契約数が当初予定を

上回る見通しであることから、同社へ提供するデバイス事業の端末販売台数が予定を上回

る見通しとなり、前回予想を 3,500百万円上回る 65,500百万円に修正いたします。営業利
益につきましては、売上増に伴う利益の増加、携帯端末に関わる費用の圧縮、全社的なコ

スト削減努力の推進などにより、前回予想を 1,000百万円上回る 11,400百万円に修正いた
します。経常利益につきましては、前回予想を 1,100百万円上回る 10,100百万円、当期純
利益につきましては、前回予想を 500百万円上回る 8,000百万円に修正いたします。 

 
なお、配当予想につきましては変更ありません。 
 

 
（注） 上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであるため、

リスクや不確実性を含んでおり、現実に上記どおりの業績をあげることができるこ

とを保証するものではありません。実際の業績は、様々な要素によりこれら業績予

想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。従いまして、これ

らの業績見通しのみに全面的に依拠して投資判断されることはお控えいただきます

ようお願いいたします。 
以上 

 
 


